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林業推進委員が地域の山林管理に果たす役割

葉勝{怠*

The role of forestry leaders in regional forest management 

Katsuyasu Y<ず
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1. はじめに

1， 1 研究の目的

材倒iの11b払 J泣い千のお齢化等， jこi水の林業を取り主主

く厳しい状況がi泣き多くの林家がIL11'1'への関心を尖って

きている。このような現状の111でも林業の振興，活性化

のために活動する森林組合や同体は各地に見られる。

の情報伝述，総業委託の取りまとめ等の仕事をしてもら

っている。また，彼らのIjlには情報伝述や施業の取りま

とめだけでなく， UH寄の林家に施殺を勧めたり'7ドパイ

スをするなどの勧誘活動を行う委民も少なくない。

このような活動をする森林組合のIjlには，集f存に一人

ずつ代表者を選出し，地域の林家と森林組合との111]のfJtl

介役として活動してもらい，地域の 1I1林符 ~II!のイ坊とし

ている組合が見られる。

京都SJf.f奇白井1¥11手UJ;Il11庁の和主II[I[J森林総合も地j戒の山林を

健全に管理すべく，こうした仲介役を通して，制緩的に

林家に働きかけて森林の施栄を推進している。]~森林抱i

f?では各行政1)((こ i 人ずつ，林家のf~去として f林業抗

という役械をiiそき， 1}Jミらlこ林家と森林組合の[lij

~ J;(行11大学)(il:続Ji!l:ヴ:研究ヂ1'$材料‘i小作攻森林・人rlUI%1係学分担f

船井郡{土手LI主11111]を合めて GつのIIIJからなっており，手11

);111町は船ナ1:1111G [IITのIjlでj!日1¥ 沿も 1111伐去が向いっこ

の完封Hこ地域の林家の代表としての林業推進委員がどの

ように波i猷しているのかu:[Jされるところであるつ

和知町において地域のiJl林iffi:JlILとりわけ間伐の実胞

を批准するにあたって林業:jfti1s委主iilJlJI支がどのように機

能しているのかを，林業披進委員投びに彼らの脱する集

誌の特性を殺到!!ずることでJljjらかにすることが本論文の

1::1的であるc

1. 2 調査の方法

手Il矢1II1ITには27の行政Ii.がある。このうち， II[;{本1"1'JlJlの

• Laboratory of For巴日tResollrccs <1nd Socicty， Divi日iOl1 of ]才orcstSciencc 
(;1・日dualeSchoo] of Aはricultll1・c.Kyoto じnivcrsilY
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現況が異なる 11の行政13:の林業推進委員に対して聞き取

り捌授を行った。対象集落は森林組合に選定してもらっ

た。調査対象とした行政区は坂派，本Et:，大様，広瀬，

k乙見， J掠谷p 才Jjj{，大合， /1¥野，下楽好，升谷である

また，聞き取り純資の結巣と集落ごとの1111伐突起1.経営

1:)1:地i函積率，人口のデータをもとにl1i:1rrl帰分析を行った。

1.3 本論文の構成

第2毛主と第 :n誌では本論文のテーマの7riifとなる事柄

について述べる。第 2j'詳で、は，キrI9、Ill1lJの地理的特徴並び

に和主nlllTの林業の服史と現状について簡単みに触れ，前 3

，森林組合の活動と林業推進委員の発込の経緯に

ついて述べる。第 4ポで林業推進委封の役割，それぞれ

FOR HES.. KYOTO 7:3 2001 

i得減少し始め，平成 12if~ における人!こi は， 4，044人とな

っている。人[1の30%以ヒが65歳以 j二の向齢者で、あり，

過疎と高齢化が進んでいることがわかる。総111:;1百数1:38/1

戸のうち，材L家戸数は769戸である。

総隔日UL925haのうち， ILJ林iifi艇が10，793haをifiめる

l]j IIJJ地域で、ある。 林野本が91%で， H~ Jl1Jll!. f([j献は {{l'{かに

509haで， 4.3% を r~î めるにすぎない。

iLJ林を{I:有形態別によるるとJiIr有林， I向:有林は111林}磁脱

会体の5.5%と少なく， I白石林は全くない。公社公卜fl

~*が13.5%，生産森林組合を rjl心とする区有林が15.1%

である。 11111人右林が61.3%で最も多いことが判る(関-

1 )。

の集務における位置づけ，そして実際の勧議活動のあり 2.2 和知町における林業の歴史

方について述べる。ここで，和主nlll]・の集落の一般的特故 由良川流域には木材の消費地が少ないため，嬰な木

や生産森林組合についても触れている。第 5k詳で純資産古

来をもとに回帰分析を行い，林業ifli進委員の鮎訪効糸

がどの粗皮あるかを推定し，推定結果に関する考察を行

う。最後の第 6躍がまとめで、ある。

2.和知町の概要

2. 1 和知町のイ立霞・人口・土地利用

手ね和uけ?主匁、J川i
i注:主:ぐ i山i討1 良 j川iけ|の IペI'~J上f二鳥j流d従t叫主峨免にあり， IJII民本線が通過してい

る。

昭和 130il~には8， 244人を数えた和主111111'の人nはこれ，L-j，

愛林会(法

人)

(259) 

町有林・府

有林

(587) 

(1559) 

会社有林・

社寺有林 公社・公剖

(1425) 

個人有林

(6575) 

l純一l. fll イn彩lL~別 1111キ jliitJ'l (l1a) 
Fig・1.Tl1e fore日tarea by ll1anaging typむ

III~I~ : '1勺或 12"1'. 1J抗日 ~IIIIIJllrr勢裂は
Source・TheoLltlinむ ofthe stale 01' Wachi tOWI1 (200OJ 
守主成 811'-4月1 11 J:lLイ1:

材運搬手段が水述であった明治I十1頃までは稿係的に植林

をするものは儲かであった ι1FO 明治43;'1~の鉄道(現在の

IIJ I絵本線)開通により京都，大liJi方1mへの述搬経費が大

いに il!_n ìf，~し，木村・ ~Jr炭のたがにわかに注おされるよ

うになった。特に耕炭の訟は， )cIEのrlr頃lこはまさ査と

並んで、手11主HlllT(当時は i糸口長1I村，下手11j;l1村)の主張産業

となっていたc こうして戦後しばらくまでは盛んに新政

の生産が行われていた;)和主IIIIITで納林が様んに行われ

人工林が増加したのはij没後のことである。エネルギー

命により，議rrえの裂がJ急速に減少したこと，そしてみ;

材謂給が逼迫していたため，柑{;jネが;見励されて悶hjI布lil功

カ'11¥るようになったことカf提{哉となった。炭を1J1t¥，-ミた1M;

にスギ(…必Eヒノキ)カ対泣4本されるようになっていっ

こうして昭和3511ミには1，721haであった人工林の羽目立が

可勺主には， 5.045haにまでf(11加している。

2.3 和知町における林業の現状

間一 2は， J:えが悶における山林労働者]人当たりのほ

ili説びにスギ 1m:J ~á たりのiJ l 元京本1111i1告の iff~移を示し

たものである。 11I5e立木和li1誌はJI{i;fIJ日年の22，7071lJ/111 :r 

をピークに佃it与の下落傾lilJが始まり，平成10:)1三には， 9， 

19111J. ノ lU :J，平成昨年には 11円相135 1 1ミ ~371r.における水車

と等しい， 7.794ド]/m3
'こまで、 iどがっているつ ヅi，林

業経常授の大きな部分を占める IIJH~労働者の FI "'tは， lI{j 

手1135年には6081'Jだったのが， 1-. J;:I.を続け平成12iloには

12， 533jllにまで、1fr'U二がりしている。このため，スギ l

111:'を伐出するためにj証明]できる労働者の数(スギ 1111:1

7当たりの山元立木価格/111林労働者1人当たりの!こ1~~) 

は昭和35年の11.8人から平成10年lこは0.7人にまで減少し

ている山林道の開設や大型機械の導入，梨線をキIJJ!lし

た集jオーなどにより伐11¥カtより効ヰ¥i'l(jにわこえるようになっ
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i究1 3.民イI~'tのす印~l構成 <'1勺JX: 12"jミ JJ[ヂo
Fig・3.'1、heage class distribution of private forest 

111典:J 990{1'. JJ~~半数サンサス
Source: The c日nsus()f agriculture and forestry (] 990) 
ilo 1 )平111、1IIIIr て'(;J: j!i'.l'-中行えがれわれていないため、平成 1~1j'.(7)

:i fllIi級以 1:の出i級術!釦土、1"1災2"1'.のそれからiW浴できる。
ii， 2 )、VI;)tJ2"ドにおける 2薬会級以ト.(7) 111~*iflifíi はイ~Iりjω

i立l… 2.111林労働11(余・ 11!}乙な水制li怖の推移

Fig-2. The trend of forestry w日geancl cost price of woocl 
11¥ .lj処:休業統計波院

Source: The oUlline of the stale 01' foreslr・y

林業を取り巻く状況の変化と林業推進委員制度発

足の経緯

林野庁は1I{1手1154ir:に f森林総合整1lili:fJi.3i~ J ~ I)FJ ~f:ì し

これは「木材fJlli格の悦迷と労働力不足のもとで林家の造

林意欲がiJi/(.j註する動向を W'I1iまえJ"'て策定されたもの

であり，それまで植林だけが対象であった同席補助がこ

の事業で初めて保育へも拡挺された。続くlIij和56"Fには

r 111]伐の促進と1I1J伐材の流通・加工体iJilJの改持を 1=1111し

2) r IIIJ 1主総合対策事業j を lif~ ~fì した。これらの事業

は共に施業の集日i化を促すものであり曹同時に，森林紛

合などの協業体を施梁実施の主体とするものであっ

この頃，手n生nlllJにおいても， ill林を熱心に手入れする

林家が少なからず存在していた一方で，Jj塩業意欲のiJi/(.ill

した林家，保育施業のj毘れがちな林分もみられるように

なってきていたりそこで，和知町森林組合ではこれらの

を活用してむ討1認的に11fT内の森林の終11詰推進をはかっ

たのである。これらの事業を受けるには，施梁の集i立i化，

実施言I-nmの作成などが必嬰であった。また， 1勾心を失い

つつある林家に保育の必嬰牲を認識させることが必裂で

あったο そこで，森林組合は地域のrJl林のlJHt:iに詳しい

林家による協力を得て， IlN和54il三に林業fW進委民ililJ授を

作っ

3.和知町森林組合と林業推進委員の発足

3. i 

3.2 活発な森林組合の活動

林業を取り巻く般しいJ3Vげとのrllではあるが，手IJ主11111]'森

林総合l土地域のUIをよりよいILIにし，和9iIHオの抑制を織

ることを 1=1擦に非常にi首発な活動を続けている。

たとはいえ，林業採算性の感化は非常に深刻なものであ

ることがわかる。

キ119;11111]'で、は人工絞丸太なとeの 1115級材・ ~I.:践を目的とした

林分はごく 1~JÏかしかff成されておらず，一般的には投材"

を起する地Jj~である。利支I1I11Jにおける林業の抹1$:tl:も全

閣のそれと伺絡に感化してきたと考えてよし~例えば，

開き1訟りによると11日午1140年頃には， IIIJ伐材・を 2本J寺ちHl

すだけで当時の EI当分をi出える税!支のJI又入を得ることが

できた。ところが，現在では森林組合が林家から委託を

受けて111]伐を行う場合， 1m伐材を搬出，出荷して保t?:が

合うのはおおむね林道のnIU~!IJ約50111ずつの純削に限られ

ており，多くの場合は切り捨て11111えになるということで

ある。このため林家はIl¥)伐により収入を持るよりもむし

ろ間伐ににかかる賀川から補助金を悲しVIいた112額をi"i

刺しなければならない場合の)jが多いということであ

るつ

また， jlf:i去+t.それに次ぐド刈りといった伐J事故のメ

ンテナンスにかかる費用をImJI>!.しされるだけの収入をf￥

られる見込みがない等の~ml!Jからここ 10年ほどの 111) ，手11

知 IIIJ で、は{~'f1えは行われていないっこうして，やむを伴ず

j引え期化が進んでいる。これはまた，より高齢のLLI林へ

の保育も必嬰となることを意味しているひこのように林

業を生業としていくことは日うまでもなく，木材ll-:_JI(iに

より JI文入を得ることすらも非常に 1~lmwであり，林家の林

業~~Jlþ.れが進んでいる

さらに，午n知11fTには111)伐対象林齢とされる :3-7 

の山林がまだまだ多く，長{:k:JUJ化が進めばさらに19j怖の

林分への1m伐も必要となってくる(同一 3)。
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|式1-5.公1'1:.公1.J1法林地、!仔・ IIIr作林、保安林??:へのIIiJ伐実
路f(Jj:H'iの.Jftft
Fig・5.Thc tむnclof thinllcd area at public forcst 

11¥典:手11tl IIIJf 1制4組合資料
Sour・ce:¥へTachilO¥Vll f"oresl Associatioll SOUl・cc

近年は，特にIHJ伐の推進にjJ;を入れており，間服部U))

を秘械的にiifrJHしてIIU伐を実施している。 l;gl-4はi昭

和56年から平成1111ミまでの補助事業を活JIjした私有林・

生滋森林組合符が所有する共有林へのIIJJ伐の完封iであ

る。 19{1::lI¥jの年平均IIU伐1m和は154.6haで，この1111，安

定的にIliJ伐を進めている。その担い手の内訳をみると，

林家自身による間決実施面総が減少する傾向にある

で森林組合によるIiIJfえ';j坊主同裁は増加しており. J[¥j伐の

なmい子が森林組合へと移行してきていることが判

る。 it1 ， 

補助卒業をii5'Jljした組合良の山林へのIIU伐の他に，公

社・公i司法林地へのIIJJ伐，治1'1事業による保安林への11な

伐などもけ負っており (1支1-5). ~森林組合が実施す

るIlIj伐耐強は近年増加1{lJ'[rfiJにある。

さらに，若手i隊兵の探IIJと育成や. i林業推進安良

や fふるさと などの集まりを開催して千E村・

ド01(rms.. KYOTO 7:3 2001 

不在村をlliJわず林家とf!'t1if¥fj0にコミュニケーシ =1ンをi玄i

るなど 1，引をな活動を*IticJlするための~，t~fjÆ*を備にも )J を

入れている U

ii: 1 )勺 1t村、組合で、{よ、1'-1北 l~il~から、lé11見16{1ミまでの 5'1'111] は林

家のflJI[令市7しでIIIJI止をゾミ施することを，nilhiしている。ここ

まで}よい、切った，nllhi を ιてるにうiった JIHIII として，この~O{ド

IIIJ. 沢ょう':I'I(jに[11]f止を ~Uおしてきたが‘それで、も |j!日立の怒れて

いる体分があり .11を1たすること. '1と1;)(:7 "1二からの 5"1'-111] で，

'I~ JIJをfiJI[すゐ必泌があるのなら111J1えしないという林家が1(1

えたことなどがやtt'られるむ森林寺H{'i(i，この，WIIIIIが次のよ

うな JI!!IIIからコストを 11tH似J すその純 I)III)~ tこ11止めることがて、きる

ので')~JJI. I可能であるとしている。すなわち，九J，森林組合て。は

ね r.Jíì~H の技術がIÎ'J 1:してきており，彼らをrj.心に動はする

lJiで効'{!'的に作業を;mめることが11)自主になq てきていること，

5 "1:分の他業後必をまとめて交げることで施3誌の集J.Jj化を倣

Jたして，より効来的に施染を進めるなどのr:::Jとをしているこ

と， ili: "1:補助金のおli似j本がかなり ifijくな q てきていることで

ある。なお. [lIJ伐材・をj如 1¥して得られる収入は伐派手数料に

は、Jiてず，村、家にiほえすることにしている。

4.林業推進委員の役割・集落における位置づけ

・実際の活動

本中:ではまず，林業推進委民が森林統合から委託され

ている仕'Ji.の内幸子について述べる。次に林業ifE進委員が

作集落においてどのように泣置づけられているのかを務!

9JIIlljーの接決の特般と悶述づけて述べる。そして悩々の林

業推進委段が実際に行っている活動の内符，彼らと集落

の林家の関係について述べる。

4.1 林業推進委員の投劉

森林総合は林業推進委員に次のようなイjオチを委託して

いる。

1. 1'*業推進委員会への出席

年に 1!iJJ，森林組合が各況の林業披進委只を集めて林

業iffiilli委民会が行われる。ここで，森林組合が取り組ん

でいる卒業， これカかミらl取i訳1りf品殺組，1札i江iむよ事j戸干業の説明が行われるo

新たな事(ゴポJi:玉梁が行われるH

らj職|隙後民カがt米てj詰}i!ザ羽jを行う

2. 各11'I支ごとの施業主1，削のrfi!.りまとめ

17)::)1::， il三}支のはじめに集部の林家にILI林施設:委託巾

を配役1・Irillほし森林組合に1i'il:IBする。手n矢nlllr森林組合

で、は集落の111林を 5つのほ隔に分割し，法本的に毎年1

つのほ!闘で集jせ1(1なに施業を行い 5:¥1:で 1巡するようにし

てし、る。

3. 新規事業にそった長期計jllITの作成
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j二1I己の 5カfドサイクルは， iJil~本 (10'ニj:ìI山U 'cJf.~誌が 5 カ年

計i凶として椛jË されることによる。そこで，新j~UJf.~~が

行われるi誌にはその 5カ{fで集部全{本の111林への肱12を

効来的に進めるために，路設の対象となる林分のチェッ

クや拘染防1ft!!の設定を森林組合職員と協力して行う。

新しい事業が1m始される治初の{I:J立には集部ごとに森

林組合j関口が1J'，liiJいて説明会が行われる。この説明会の

!羽 [1の設定と林家への庁主1Iも林業推進 k誌の1J:'J[.であ

るc

1.施業J}~J詩への案内

ゴミ i誌の施3誌が行われる i祭に~;j本総合 Jrì~只，作業Jdlよi ，

選本附ilL} らを対象林分へ案内し境界を教えるc

5.完了1司けの提IH

林家1'.1身が11111えや校打ちを実施した場合も，森林組合

から施業を約tt負って行ったこととし，施業立O1'1'1(こ!ぶじ

てili'i負手数字:1のかたちで補助金をf諮ることができる。林

家がIjÍJl~誌を実施したことを森林総合に朝刊Jするため

1J'1を林業ifii進委員が記入し提出する。

6. T検克の立ち会い

胞業を森林組合以外の者がh:った場合その実施状況を

線認しなければならなし~このときに林業般進委民が森

林組合職員を現場に案内するつ

7. 闘の配布

年数i日発行される「森林組合だより Jせ:の討鎖を林家

へ配布するc

林業羽(~進委員の仕事には以上のようなものがある。こ

の他に，森林組合では林家が]1日比森林組合lこ械業を委

託してきた場合などにも，林家から林業1ft進委員にその

斤を伝えておいてもらっている。こうすることで，林業

推進委員ができる m~ り集搭の ILI林の施業実施の状況をJ目

指できるようにしている。

林業推進設民会IHI，II~' の i仇並びに現場への .v‘ち会いの

|詰?には森林組合から林業1ft進委員にi海礼金が支払われる

が，ぞれ以外の1J::;JHこ対する報開はなし、o {t:都は会議IJI

Jおに対してlO.OOOPJ.現場への立ち会いに対して半 11

4.00011Jが支払わiLる。しかし，これ以外の制限iはなく，

ポ1!:i，可動的な1WJ1IIIも強し、。

4.2 和知町の集茶の特徴と生産森林組合

和史IJIIIJにはそれぞれの区に区長以 iよさまざまの役臓が

あり，ほの総会，老人会.青年会その他の会合や惑1ij}1仇
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水路の11討す徐といった行事が定期的に行われているc 1;(の

総会など主張な行事には玲と，I})人が参加するなど，手n主11
IUTの集落は，その維持のために会介やII't役などをど摘成員

の参加によって行う村部共肉体的特般を強く践してい

る。

また，殆どのi互に…島つずつlJ:.i宝森林組合がある。

森林組合とは111入会t-，j;の所有をPJJ維にするため法人化し

たもので，組合uは背からその集落に住んでいる人述で

fi背成されているjJ)j介が多い。 111;!人でj貯干jーする 1I1林はない

が， ltil'a森林組合には入っているという人もいるわけで、

あるc 尚，今!日i淵?をした集部には全て生政森林組合があ

る。

かつて手11主nilllの人々にとって共布林すなわち}S!TEのよ1:
il'E森林組合の111は， I提供吹き伴えIlJの茶や11二の総務，事f

段など!]三ii号に欠かすことのできない資源を探取・

る坊であった。また，木材・や松1¥"などは，現金収入につ

ながる資源でもあった。共有林は共同体の重要なl!ナ践で

あり， 入々{は土ill1林4ネ;と;様梁く i関羽わり合つていたC 生i政程森林キ組lはi 

合は村j搭各共i河河体のi江埠泣t耳吊坑R投嬰:な1'1如f

できる O 人々と i山1幻|川4林ネとのl関渇わり lは立五丸滞1予iくなつて来ているが，

Ll山jハiをを?火1切切2刀jにしなければならないと f考号える人{はま多く，生il'a
森林組合の活動も実際に続いている。

l]:_ iì'É森林組合は四司人目的手といった数名の役良を 2~

:i ir:に 11交の選うさにより選出し，披らをrl!心に述'討され

ている。彼らが話し合いや実地調査を過して，その年の

組合員の111夫による作業:の場所や期日，森林組合に施業

委託するj訪日Ifなどを決定する o 1j:Oに 1-21副総会が聞か

れ，これらの決定おな{や従衆，それに年度ごとの予t?:案，

決算卒IA計などが発表され，訴し合いが行われる。総合員

の出夫による作業を現在でも定期的に行っている，或い

は近年まで行っていたという組合は多いο

ただし， 11¥夫が行われているどの集滞もかつてと比1段

するとその日数や参加者は減少しており，内科もより fm
iji.なものになってきている

この他に生産森林組合の活動として，松茸の出る IU

(組合によっては個人の山でも)を保有している組合で

は，松取りのシーズンに松1l'ゴのでる ILiへ入札松を

J采1試する権利の入札を行っている。松山'ii.Liこより JIX1'護法

が減少し，入札参加者も減少してしまった集部が多いが，

:(1'.に11交の楽しいイベントとなっている集部もある。

このように，活動が不活発になってきているとはいえ，

~I::滋森林組合もまた，村落共i汚w的特徴を践している組

織であるということができる。

また. ILi;J:;j;の管却が担い手の減少や林業掠詐N=.のJ準化

で出mしくなってきた現状においても，どうすれば放政せ

ずにI]j林を維持で、きるかを模索するを勢が見られる。こ
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~<. 1. 1'1;;{;;lff'巡委Ltの滋/II)Ji}と1J:JUJ
Tablゃl.Waysof elccling Local Foreslry Lcaders anclthcir unclcrtakin符 terms

イj首?占Z

'U設のJII!'Jr G ::(，の'I1から ID立

発足当初から引き受けている。

発足当初から引き受けている0

2期問

平成 8年~

昭和 54年 ~

昭和 54年 ~

平成5

任期

3年

年

つ
-
q
J
V

選出方法

生森の選挙

区の総会で選挙

区の総会で選挙

区の総会で選挙

区

原

瀬

原

熊

坂

広

才

大
円。

l人の人が続けていたが、平成 7年から
遊ー挙がfi'われるようになった。

2問問。

3期目。

平成 12年~

平成 11年~

平成 11年 ~

2年

2年

3年

区の総会で選挙

区の総会で選挙

区の総会で選挙

よ乙見

嘩谷

下紫野

3年では引継がうまく行かないので 5年
はt流けるつもり。

2間活。

3 JYJ U c 

平成 12年 ~

平成 11年 ~

平成8年~

平成 11 fj三 ~

3if:. 

2 

21手

2主!三

前任者が指名、区-
生森で承認

前{壬者、区長が指名

区の総会で選挙

区の総会で選挙

庄

野

谷

本

出

升

あまり熱心にi舌勤してい
ない

}<. 2. 1~;染被j芯うたはのタイプ分(7

Table・2.Typcsof Local Fore日tl・yLcaclcrs 

熱心に活動しているが、リーダー
シッブはさほど強くない

非常に強いリーダーシッブ
告と発揮している

タイプ2タイプ 1
の山林の状況や林
ついて詳しい

タイプ4

(出野・)+1'-])

(大燦・主総谷・上乙見・下繁里子)

タイプ3

(本庄・大会、)

(坂原・二r-Jfft.広瀬)

林
し

ゃ
詳

況
り

状
ま

の
あ

本
て
11w 

山
い

の
つ
い

務
に
な

築
業
く

4.4 林業推進委員の活動

林業推進委員が割り当てられた仕:qiーを実際にどうこな

すかは側々の故f止に何せられる。林業推進委員への1mき

llXり制ずその結果から， uQ1Jfl浪の仕事hをこなすだけ停の費目

もいる一方で，多くの推進委日が[jiなみ情報の伝j主役と

しての役:切だけで、なく，林家への施業の縦j訪をも行うこ

とがある引のす分かった。

この紡i議活動がどのように，またどれくらい行われて

いるかに者日すると，続々の!討さ取り調子tのあ'f!.l~から，

林業抗選投片が衣 2のような 4つのタイプに分知でき

ると考えられたっタイプ iとタイプ 2は共に集認の1I1林

の状況や林業にWdして詳しく主11っているが， タイプ lは

これに加えて林業推進委日として非常に強円、 1)ーダーシ

ツプを発印しているc タイプ 2はタイプ]ほど強いリー

ダ…シッブを発j"flfしていない。タイブ 3とタイプ4は集

誌の1[1林の状況や林業についてあまり詳しくなし~タイ

プ 3 はそれでも熱心に林~~tlfi進委員としての仕事をこな

そうとしている . .Jjタイプ4はあまり熱心に出動して

のような安勢にLlI林を大切に守り育てなければならない

という似値観が現れていると考えられる

4. 3 林業推進委員の選出方法と集落における位置づけ

林業推進委員は各j豆から林家の代去がi名ずつ選出さ

れている。ただし.選出方法や任期!は集部によって見な

るコそれぞれの!乏における林業~Ifi進委践の選出方法，仔:

JUl.そして現在の林業tft滋委対の在任期|討を去… lに示

し

阪の総会における選挙によって選ぶl又が多1，'0選挙で

はない場合も|豆長が指名に関わっている I乏の総会とは，

1，1三に 1~ 2 IUI開催される市り合いのJ坊であるが，この場

で集誌の i，fjにWJするさまざまなことが話し合われ，

綿々の役i識が決定される。こうした役職のーっとして林

業挽進委員が取り扱われる訳であるつ
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いないc

以下，それぞれの推進委員のfoJ議活動を111**，林業に

|誌jする知識，集部の111林の状況などと IYd述させながらタ

イプ 1から}I[Hに見ていく c

1.タイプ 1

・坂紙区(総l止荷数691'*家戸数63)

N氏は，今年で林業推進委員になって 5年目である。

現在62成。以Jjj(で1立生産森林組合の型!l.事・の I)~ の l 人が林

業推進委民を兼ねることになっている。ト;氏は生産;森林

組合発足当初から，途1:11の数if::Ul]を除いて， 20年以上に

i)立って翌日事を務め続けている(ただし， J忠司f.でなかった

数年間も l常事をしていた)u 淑JJj(1互の生産森林組合では

イドに 1皮， ~[~森の 111 と偶人の 111 との岐界をめ;認するため

にそI~ 森投]，&1 ~Ìf~ びにお該の ILi林所有者が境界を歩いて IITJ

り， 5 -6 ljoで集部全体のUIを歩ききる。地に組合員の

IH犬による作殺が年!日J1.5 EI (半IJx31TI1)義務づけら

れている。この作業は不参金を納めることで免i徐される

が， f史民をしているN氏はほぼ好:凶参加している。この

ようにN氏は長年の経験から集落の111について，どこい

維の山があり，ぞれがどのような状態であるか非#11~~によ

く把掘している。また，林業推進委員になってから， 1 LJ 

林内11援などをよく見るようになりさらに詳しくなったと

いう ο

各車nに林業係がおり，森林組合使りのI'Qe:1fi，説明会の

)U~II など，集落の人への情報伝述は彼らを過して行って

いる。 年度ごとの施業安託F[lれま，元 13，に行われる誌

の総会のn寺に配布し，林業係に問iほしてもらう c 配布し

てIm)1又するまでの!IIJに気になる林家に 1!I[[:ずつ?包括をか

けて間伐・枝打ちなど総業すべき場所をおしえ，施業す

ることを勧めている。 liiJ)1又後，米経/1'，:Hf'や記入漏れのチ

.J:_ツクを行い，見つかった場合は磁認の埼耐を入れる G

また，森林組合の卒業にi刻する説明会はより多くの人に

参加lしてもらうために2)史実施した。

t手段から111に入ったときに手入れの必袈があるところ

を見つけたときには所布者に教えるようにしている

坂!51の山林は手入れが行き揃いていると森林組合戦民

の詳細lîが~I;常に高いが，ー・古[\には ILi林に興味のない林家

もあり，手入れをする林家とそうでない林家が分{として

いっているようで、ある

-広瀬!ま(総!lt;計数42林家戸数37)

K氏はIli{手1154年に林業推進委民のf!llj)交が発j辻した当初

からずっと広瀬12{の林業推進委tlを務めている。林業推

進委践になるiIIjからほの林業係という役!被に就いてお

り， I'i'i水の共同購入の取りまとめなどを引き受けたりも

29 

していた。 保林来日合の作業J1E誌を11日午1l40{loの作業斑発足

jよj、.31とずっと続けてくるなど， 1まの林業に|均する指導詩的

存夜である。集落の111林のについて自分の胞のように

よく J山隠しており， 1ヨうfカ'UIに入ったII寺に1111*のlJid'-を

みて1/1)伐や枝打ちのアドバイスをするようにしているわ

4-5人の人を除いては，施業の勧めをItJfる人はなく，

どの林分も 2-31ほの!日Hえが済んでいるそうであるつ長

年集誌の林業 1)\)保の仕事 lこ 1}~わっていることで非常に強

い説符)Jを持っているようであるσlli:ifoの森J!lRす[¥をこじ

らせて入抗して以来，退院した現千五も森林組合作業法に

は復帰していない。 Jj!iE83歳という高齢である。

-才原iま(総11日if数42林家戸数34)

T氏も広瀬j廷のK氏と|制札才!点jまの林業推進委員を

発足当初から務めており，集部の 111林のことは 91~IJjj把

しているそうである。林業ifi~進委民を ililJ)支発足以米 l

人で受け持つている人は， T.l:¥;とK氏の 2人だけで、ある

現布65)歳。 昨年まで，ケヤキの大木やサピマルタなどの

銘木，変木を I:I~心に扱う素材生産業を営んでいた。平成

7 {ドからの 5カ年計闘の|慌には集裕のほとんどのiJl体を

自社の社践を動践して， 5 il~ の rn- mlj を 2 年で T させたむ

これは11例文字iIi助余がIl¥ることで林家のIlIj伐針JIlの負担が

'1珪くなる，あるいは不裂になることを林家に知らせて1111

伐を積械的に実施したということである。また，施業JJi

1坊を案内するために森林組合戦民に付き添ってILiに入る

11寺には，できる[;J!り所有者にUI林のJ:t)jj貯や現況を教える

ために述れて入ることもよくある。このように非常に強

いリーダーシッブを発揮する人である。

集部に林業に紋械的な人は多くないが，今，金になら

ないからといって1点っておけば1I1はますます似i1rlIがl!ifiく

なると集誌の人を諭して施業を勧めている。

2. タイプ 2

・大館IZ(総!な'計数271本家戸ー数24)

S氏はj見栄と炭1Stで十を立ててきたが，40i武のころ

にE13材!廷に勤務するようになり，現在も続けている o JJ! 

イE69歳で，林業抗進委員になって 7il~m である。この I?<:

では林業推進安LzlJの任期が 511:'と調査集部'11で11立も長い

{壬JUJである。 551三に 1I支， 1<111助事会2が変わるので l人の

推進委 t~が一通りの仕事を 1 任期jでこなすことになる

そのため，林業:jffi進委員が交代するとき，引き継ぎがス

ムーズに千l'~、やすいと考えられる。

40tえまで炭焼きをしていたことから，もともと集務の

111林のことにも詳しかったが， :I);Z}J誌のN氏If引;ム林業im
i延長委民になってからさらに詳しくなった。「自分のl'i立え

た水はかわいいjと消っていたのが印象的で、あっ
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S!.¥;は林業ii(U昆委員として 5カ年;ili掃の立案や森林組

合i段目を作業現場に案内する11:~J~ など実務(19なれまし

っかりとこなしているが，集部の林家への制j誠治虫}Jや施

殺のアドバイスなどは特lこ行っていない。にもかかわら

ず平成 71j~からの 5 カ年計削の時に 111]1;止を委託しなかっ

たのは 1Jiだけで、あった。この集部はIIIf内でもかなり

いII，¥;WJまでU日立さをしていた人が多く残っている集部

で. 1I1林はしっかり色リ1J1しなければならないという雰1m

試があるという。

. J1ul谷区(総W:;;有数15林家戸数14)

。氏は、JL)主111joから林業推進委誌を務めているが，過

去にも一度ゃったことがあり，これが2度目である。{モ

WJはが1:である。 昭和55年頃まで素材生政業を?止んでい

また， 1昭和50年から51勺&:1011三までi笠木rHliをしていたo

JJi在でも11:'IIJJ20J=1くらいは道楽もかねて111にはいるそう

である。柴誌のILi;j水の司王も非常によく把擬している。こ

の集部も ill林を大工JT.・にする集部で，生斑森林組合のILiへ

の出犬を年間 3EI行っている。しかも欠JAtする者がほと

んどいない。近年までI!lJ伐材を自力搬出していたほど力

を入れていたφ また， 11~J 人の 1]1 に関しでも白 )J成いは集

部の;泣かが代わって111)1えするケースが多いc 殆どのILiで

2 -3 1m自の間伐が済んでおり，手入れのj握れている 111

林は少ない。このような築許なので施3誌の勧誘活動で7苦
労することはほとんどないということである。

.J:乙見区(総JlI:;Il'i数211本家戸数21)

i人の人がずっと林業1(fi進委員を務めてきたが，平成

7 :iFから任WJ2 11:'で選挙を行うようになった。 J.Eそは今
年で 211三iヨである。lIiHn37年まで素材生政栄を営み，そ

の後，森林紹介の作業組員になった。仕事がら集落の111

林のことについてもよく把保している。この集落は人工

林中が11去し、。そのJ[IlElfはj密封へのこだ、わりが強く. 11汀内

でもi誌も溜くまで強蚕をしていたため椴林への興味がiW:

かったことと，北Ir1Jきで知公|がきっく林業にあまり適さ

ないからだということである。養蚕を行う家がIf日平1155年

頃まであったc この集部の人が外へ働きに出るようにな

ったのもi尽く，昭和150年頃になって哨え始めたο

5-6 人ほどの林家は l~l 分で 1"の手入れをしている G

残りの林家もだいたい納めれば施業を委託するので初j諦

活動で官労をするようなことはなし'0 1111伐はだいたいど

のLliでも21況は終わっているが. 11日{えはできていても枝

打ちが足りていない所がかなり多い。また，林家が自分

でJUJ1えしたところには，切り JJ.!.りないところもある。 自

分で舶えた木がかわいいからか，人からj込れば切った方

がいいと忠われる木まで残してしまうということであ

FOR. I<E日.K 1'OTO n 200] 

ゐ。

-ド楽日!J'I又(総jfJ:指数32*本家戸数25)

EJえはMi¥YJ・鉱1Li ii :l J でlliHII57{1:のIMJ1I1までiJllJ1J1:技師と

して i~~)~ 、ていた。その後 4 :iFIIIj食品会社に勤務し. lliHn 

62年からは森林組合の作業班員をしているc 林業推進委

託になってから 2年uである。 l:t_政森林組合のj翠挙でi;Jと
めている。数年前にも 1J支引き受けたことがあり今IDIが

21m日である。正J:.森の役械を引き受けることも多しミ。生

政森林系11合では11)'i[: 1 18し 2班に分かれて1111ネ翻査を行

う c これは，私有林と ~I'.~の 111 との境界を翻ゴをするとと

もにその年に手入れをする場所を決めるために役員や該

当する林家が参加して行わオLる。このようなiti動を通し

て集絡の111林についてはだいたい把拐できている。生組

森林組合のIJIの手入れは:ir:'11iJ3 IJの総合誌の出火で行っ

てきた。 1EIに10人くらいが参加していたが，参加者の

尚齢化が進んマさたので今年から集部内の紋織のある人

に日空iを支払って施議してもらうことにした。施業の必

JIlなlli林などをはつけた場合はその所布字?に会ったとき

などに教えるようにしているが，施業推進のための特別

なJ:犬などはしていない。

3. タイプ 3

・:1(J+:1:><: (総1":指数232林家戸数91)

M氏は林業推進委員を平成 6ir:. 4月から 2ij':11l1務めた

あと，平成12:{Jo4月から 2WJIヨを r~めている。ぷI1f69;:;'定。

平成 4年まで公務践をしており，退職後. 1涯の様々な役

J[f&が次々にIITlって米た。多いときには 6つの役l慨を兼任

していた。 I~l 分に割り当てられた役職は武任をもって遂

行すべきであると考えており，できる限りの努力はしよ

うとしているc しかしながら，特に林業とi栄い関わりを

持ってきた人ではなく，集誌のLlI林の現況等については

あまり詳しくはなし、そのため. JJI林の現況に応じた適

切なアドバイスサ:はできない。このuミ許l土手n)illllffの中心

地でJE手n~11WRや Rìî}汚f1i. 役場-などがある。人!こiが和主11

IIITI;)']で段も多い集落で林家でない家も多い。このような

集部での鮎議活動は大変である。総会の坊で11寺111]をもら

って説明 Jをしたこともあったが， ;Jt4j，家が多く，関心の

向い林家も多くはないので最近は述服するようになっ

た。その代わりに1M]心のありそうな林家40戸ほどを選ん

で 1jIずつ11'(抜訪問して勧請をして1[11っているυ1"林

[[ij1'i'iもあまり大きくはなく元々林業の臨んな集能ではな

し、ハ

-大合区(総I!tlii¥'数98i:*家戸数39)

I.fIとは52歳まで111]"役場に勤務していた。その後 7ij:'IIfJ 
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11l]"内にある小結木}JIL[工場に勤務し，去年滋]賊した m ていることを述べたc 村部共肉体的な集落の仕組みが林

ゐ:59歳である。今年から林業推進委員を務めているの集

部の111林mifl'iがあまり kきくなく，境界がj;v:1111状に分か

れているのでだいたいどこに説のiJlがあるか分かるが，

その状態などについてはあまり詳しくないυ しかしなが

ら，間耐を税分けして施栄首!'jt1jjの概裂をJ出践する 1

ずつ林家を 1fT!って劫訴をする等，施業1fU援のための努力

をしている。もともと林業の臨んな集部ではないと何度

もiiEってい

4. タイブ4

・出野区(総!lI:指数23林家戸数日)

H氏 lま，主;1.-吋.~(ま炭焼きや林業労務を生業としていたG

40>1'-位の頃から 60才まで IIlJI)~の工場に勤務していた。現

在69才っ林業;jlfi滋委員は今年で 5年Ijである。林業抗進

委民会への11'.1おや剖:!JiJlの配布などi制改i恨の事はするが，

ii(h議活動などはいっさいしていない。

この集落は元々林業経常に熱心な人が~j;~n~~ に少ないよ

うである。 IlIfI);Jの他の集落で、は生産森林組合の総会或い

は役員会が定期的にもたれているのが一般的である。と

ころが，この集部では様森林組合発足以米イ支もその

様な会合がもたれたことはなく，役員もi互の役員が掛け

J守ちしている。この集落は林家1)ゴ当たりの平均1111'*所

有出掛が純資対象挨務I:!:I{訟も小さい。 H氏自身もj怠ほど

の耐磁のLLi林しか所有しておらず，林業にはあまり関心

がないc

-升容は(総iザ:帯数104林家戸数67)

F.Lx:はlIiHIJ57年までIlIT1)>] (})鎖打鉱山に勤務し，その後

森林組合作業班員をしている。現在70才。林業推進委民

は平成1]1，1::から務めており現主 2{Iミ自である。林業;jj{i進

会へのJ'JJr.1';，話;:獄の配布などは行っているようだが，

勧誘活動はしていない。この集部では平成 7年からの 5

カ年計耐を拠出しておらず¥施業が始と'ffわれていない

等，数年前から林業推進委民の仕事内裕の伝述がうまく

いっていないようである。ド氏も今年からの 5カ年計'ITffi

を勘迷いから，まだ作成していなかった。この集落の山

林商般は郁子正対象集部1+1最も大きいが，共有林のllii積割

合がゴI~/ij~ に ifJi く，林家 1 )3、!j たりの 'I'.:jむiJJ林jîJí"有 1m獄は

純子f対g~集部 111 2帯日に少ない。この接部では111といえ

ば共有林のことであり， 1101人の山への関心は非常に部い

ようである。

業推進委民選出の基盤となっていると考えられる。

また，生政森林組合役員が林業推進委只を兼務したり，

林業と I~J わりの深い入が務める引はよくあり，村落共同

体のl̂J:lでも比較的林業lこ関わりの深い人が林業推進委肢

を引き受けることが派別のようなものになっていると

えられる。林業推進委員にはならない集部の人の中に山

林を大切にf迎会に:m:開すべきであるとする考え方を持っ

ている人がいるということもm:裂である。当然のことと

して会合や作業に参加したり，役!被を引き受けるといっ

た村出共同体的しくみは，水米，1.1j舌i二の必裂に迫られ

て維持されてきたものであると考えられる。ところが，

現在，林業は生i舌品fH，¥'のために必要不可欠なものではな

く，林業推進委設は必ずしも必裂な役l阪であると

活Ifiい。にもかかわらず，林業推進委員HiiJJ.立が成立してい

る背紋には，この制度が村部共同体的原型11に主主づく考え

方と IJI林を大切にすべきであるという考え方を非常に巧

みに活用しているということがあると考えられる。

il: 2 )和知町森林中Il{'iではIfl]iえが迎切かつ効術的にに行われ

るように，巡*nili制度を設けている。lIiJ伐を行うiIIjに伐ほ

する-1，を近H:firliとH引まれる熱線者?に選んでもらうことでiffii
I;JJ;なiliU{1'"で述、liな本をf立派できるようにしている。i1!i*nili
X'Xいは組合戦討にiiti水してもらわずに!日j伐を行った場合に

はÌ'!lì助金のおHt~ としないことにしている。

;1::3) J申打鋭、ILi(立手117:IJlIlj'安術II!.Iベの<<m.HJlIにあったタングス

テン鉱山でl別手1157"1ミまでJ後殺されていた。

5.林業推進委員の勧誘活動の間伐実施に対する効果

5. 1 勧誘活動の効果の推定方法

これら 4つのタイプの林業推j集委員の勧誘活動の効来

がと，(})校!史上がっているかを車問焔分析によって捌ベ

た。

被説明変数には，その集落のnu伐実認iを示すものとし

て， 3~7mf)級の人工林1m般に対する過去 5 年 11なの UiJ伐

附松の割合を用いた。また， t!IJ伐実秘を決定する嬰11(1に

は一方で林業経'ì~\'・が柴誌の土地条科二や立地条件などの自

然(10条件に大きくなおされており，もうー}jで林業推進

委段の勧誘活動が働いていると考えた(表-3)。前者

を示す変数として経常耕地問積水と人!こi を JTJいた。経';~t

j;J!: Jtl! II!I積水はその集誌の民業への依存度，すなわち林梁

へ依存する必;要性の小さきを示す変数と考え，人uはそ

の集部がどの組成IIIIIIJに位践するかを示す変数と考え

4.5 林業推瀧委員制度の基盤 た， H!lち人口が少ないほど山!日lに位i捜し林業は椛んにな

4. 3で，林業推進委誌という役j織が村部共同体の11'1の ると考えた。後者を示す変数としてタイプ4の推進委銭

…・役職として佼i段づけられ， 1互の総会のj劫等でかとめられ を恭準として， 1むの推進委員のタイプをダミ一変数とし，
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~<. 3.式のJ住?誌にJIJ¥，、たデータ
Table.3.Data used for regression 

5集落 関伐家 経営耕地笛綴率 人口

坂原 0.28262 0.03754 228 

広瀬 0.37577 0.01529 127 

才j京 0.29430 0.05508 149 

大策 0.57087 0.01734 ア5

塩谷 0.24438 0.02438 43 

上乙見 0.37429 0.00829 72 

下繁野 0.30454 0.02166 94 

本庄 0.18148 0.01942 690 

大食 0.22176 0.08945 284 

出野 0.11673 0.11443 81 

升谷 0.08645 0.03220 322 

勧誘活動の効栄がどの;f'lll支出ているかを示すこととし

たo 1票当主の;jH~定』こはホワイトの推定を憤った。

5. 2 式の推定結果

式の推定結果は以下のようになった。 I~l 出世修正済み

決定係数は0.83で比較的良い当てはまりを示したc もと

もとの活発さを示す変数の係数のうち経営~M也i凶松本の

係数は;(nまではなかったが， lilij}iの係数とも期待される

符号条件を満たした。ダミー変数の捺数l立会て布訟で、あ

った。

(披7Eされたみに)

10日(11日JJU杓ぉ-0.170 -ω7910g (*f'i:t J:JI J!!l fmfllヰq …0.'1む2'Iog(人口)

( -0.18) (-0.5:)) ( -2.08) 

十1.095" タイプ。 1 十1.05~' タイプ 2 + 1.128帥タイフω3

(6.5f1) (2.5:3) (~.83) 

-修正ii'iみR2=O.83，N口 11

() I);jはt納

・叶ま 19ú本i\fl 、汁土 lO%~(i~えでの喝滋

また，この;jili定結果からタイプごとの勧誘効県を見る

ために，タイプごとに推定される 1m伐~'f~の大きさを衣-

4に示した。併せて実|授の関税率も示したが，この推定

備は実際の11lJ1比率とほぼ一致した。 推定されたi悶伐率は

勧誘活動が行われなかった場合に予想される判決事とそ

れぞれのタイプのrtdJ誘活動による効来の合計で示されて

いる。タイプ 2，タイプ 1， タイプ 3 の 11I日に勧請効J.I~が

t~!jv 、ことが示された。

今i況の推定結栄は|聞き取り捌奇から予測されるものと

FOR rms.. KY(YI、o73 20()] 

~::. /1. タイプ¥)IJO)予想されたIIlJj主;がとゾミ総のIIiJ伐2が
Table.;J.Thc む~ti I11aled and real lhinned area rate by LFL typc日

実際の1~~1伐率

31.76 
ヲイブZ 16.71 31.22 47.93 37.35 
ヲイブ3 6.56 13.71 20.27 20.16 
?イブ4 10.41 。 10.41 10.16 

非常に税手IItl:の約九、ものであったが，データの設定に関

する問題点をことわっておく。 11¥1伐実紡として採用した

データはiltJ或7"1:からuiドのIHJの 5年分で，これより以

前のデータは入手す4 る事ができなかった。そのため，本

来数卜:{I:というスパンで段階的に行われる間伐施梁の‘

部分しか切り収ることができなかったことになる。この

ため，この 5年間はすでに開伐の必嬰なUli*が少ないた

めに間伐実施本が{ほかった場合，あるいl立遅れていたた

めこの 5il~ IBlで一気にi間伐を行った場合なども考えられ

る。こうしたi劾合を考えると特にタイプ lとタイプ 2の

推進委員が}認する集部の"IJには佼i置づけが変わってくる

集得がありそうである。今回はこのIfrfì~'ltについては詳

しく論じなし~

5.3 タイプ隅の勧誘効果の相違に関する考察

以上のように，林業推進委員の鮎諦活動の効果が分か

った。 Jよj、ドこれらの林業推進委jえの活動と勧誘効果のIHI

にどのような関係があるかを勧誘活動の活発さと授を決

定する ~I々と関述づけながら考祭する。

まず，タイプ lとタイプ 2の勧請効染におfI~l する o 1皮

らは fどこに維の1'1があるか， rそれらのiJI林がどのよ

うな現況なのかJといった，集部のLUi*1こ関するfl料IIIな

情報や，林業に関する知識を特によく持っており，彼ら

はこうした知識を活かして林家に具イ本的なアドバイスを

与えるといった，きめ細かなfVJ議活動ができる。タイプ

lの推進委員は長年集落の林業のために貢献し，リーダ

ーシッブを発1iliしているタイプであり. Ii勧油よ誘若i古頭動詰もゴ非iド2?
に干も有税jl占I(引:討l

'
抵叫納n

よりも小さ L、、c これは，タイプ2の集部ではかなり多く

の林家が林業に関心を持っているため，林業推進委民が

少し蝕誘活動をすれば集部の林家はそれに答えて1M]伐を

実施するものと考えられる一方，タイプ lのW:i告は林業

に関心のある林家とそうでない林家が混在しているため

林業推進委員はWij心の;lJ，f.い林家に対して絞僚的に勧誘活

動を行い， ~'i誌の効果を上げているがそれでも関心を持

たない林家がいると考えられるc このようなJB!r!1からタ

イプ 2の勧請効栄の方がタイプ lのそれよりも 1154くなる

と考えられた。すなわち，タイプ 1とタイプ 2の林業推

進安民の勧統治動の活発さの迷いは必弾性の大きさによ
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ってiJOなされると考えられるが，その効果はもともと関

心のある林家の多い集終に属すタイプ 2の方が効栄をあ

げやすいと考えられる。災p奈タイプ 2の柴搭は訪日公対象

集部'1'もっとも 111111Jに{;L躍する集落-c.あり;Jタイプの

'1'でi誌もくまで林業が活党であったと培えられる。

次にタイプ 3とタ千ブ 4の推進委民について述べるっ

この 2 タイプの推進委民が}，?f~する集務には林:;誌に関心の

部い林家が非常に多くタイプ lやタイプ 2の推進委員と

比べると集詳のiJl林のことに詳しくない人が林業推進委

員にならざるを得ないと考えられる。タイプ 3の推進委

民がタイプ 4の批進委員と迷う点は彼らが集誌の仔:あ

る役織として，引き受けた仕事を (IJ能な範IHIで遂行しよ

うと考えていたり， Lli林は大切に符Jlllしなければならな

いと考えている点である。集落の111林や林業のことに

しくなくても集落のまとめ役として活動することでその

効栄がJ].れると考えられる。

タイプ 1とタイプ 3の推進委員を比!I浸する。 nlil者は活

動状況， fVJ誘効染ともに迷うがこれは，次の二つの'iiS1まl

から説明できると考えられる。まず，タイプ 1の推進委

践は集落のiJl:1;j;の事に詳しく ，Wil々 の林家に対して体

的なアドバイスをすること均十ごきるが， タイプ 3 の 1f~逃

委践は集落の111林のことにはさほど詳しくないため具体

的なアドバイスはできなし~このように阿タイプではま

ず林業推進委員の能力に設があるためタイプ 3の抗進委

民は強力なリーダーシッブを発期することはできなし、

また，タイプ lの!認する悠溶と比べ，タイプ3の脱する

集落には林梁に関心の?J互い林家が多いことも一層勧読む号

車}Jを不活発にさせ， ~的議効果を i二がりにくいものとして

いると考えられる。

5. 4 林業推進委員と集落の林家の関係

集誌に林業に関心の深い林家が多ければ多いほど推進

委員は勧議活動をわr¥，、やすいがその必要性は小さくな

り，逆に関心のある林家が少ないほど勧誘活動が必裂と

なるがi本j~ï(!~ さはtlf し，あまりに少なければやる気そのも

のをそがれることもあると考えられる。こうした村社長ijf~

進委員と集部の林家の悶係を整担するとiヌI 6のような

限式を作成することができる。集部の林家の林業への関

心を 3つに分類することができる。まず第 lに集誌の林

家の全てあるいはほとんどが林梁に関心をもっている悠

終，的2に関心のある林家とそうでない林家が分化して

きているタイブ，そして筋 3にほとんど，あるいは全て

の林家が林業に関心を持っていない集落の 3つである。

第 1，第 2(7)集部には杯殺にj立l心のある林家がおり，関

心のある林家の"1:1から集詳の"1:1'*や林業について詳しい

1
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林家が林業推進委民として選出され，林業推進委員はそ

の知識を活かして勧誘活動を行う。都 2の集部には関心

の部い林家もおり，彼らに対する勧誘活動は関心のある

林家よりも効果が上がりにくいため，より勧誘活動に授

やす労力が多くなると考えられる。また，第 3の集部に

は林業に関心、のある林家が非常に少ないため，集部の111

林や林:業lこ詳しいifb並委員をf!?ることが隔離である。こ

うした集落においては，勧誘活動が|初期((なため，会く ITUJ

議活動を行わない林業推進委民もいる，初りせiてら

れた役職はしっかりとこなすべきで、あるという武任感か

ら勧誘活動を行う推進委良がいることが分かった。ただ

し集部のLII林や林業についてあまり詳しくなく，柴i容

の林家もあまり熱心ではないため勧誘効染をあげること

は非常に悶織であると考えられるc

6. まとめ

は， 111孔 5 I訟をふまえて，林業推進委員制度

がどのようなしくみで機能しているのか，また，このililJ

J交の鼎:たしている役割とその能界について考察するc

林業推進委民iljlJJ支は手11知11汀の付j存共同体的特散を持っ

た集落を)!~協として成交していることが分かった3 タイ

プlやタイプ 2の推進委員に顕若に見られるように11日々

の集誌の IJI ;j~\の状況といったローカルな↑i'í'rliに *fJ!ffi した

人物が，その能力を rl分のiJl林の管理11.だけでなく集都会

科三の111林の行部にも非常に有効に活かしている。また，

集落の111林に詳しい人物がし、ない集協においてもタイプ

3の委封のように立仔:をもって割り当てられた役職を逆

行し，紡議活動を行うことがありうる。林業.jfU正義討は

村落共同体のrl:1の党総という性格が強く， J~lrrJ休の情

j主民には共同体のイ完封としての林業推進委員の人がい
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うことだから!日j伐をしようというような気持らが働くと

考えられる。ところがjLi:年の/I¥J伐そしても林家はむしろ

f!初会を支払わなければならないというような現状にお

いては，そう簡単にはJ/IJ伐を委託する気にはなかなかな

れないようである。ここにこの制度の限界があると考え

られたG

また， JJl{Eて、は林業:に対する関心、のある人が多い集落

でも，関心のある人の多くは高齢者であり，被らは林業

或いは山林と深く関わり，自分の手でtill林そしてきたI!t

代である。林業をとりまく現状や，現在若い世代の多く

カ~~ナラリーマンとして l町内タトに働きに Il\て林業とは4きく

関係のない仕事に就いているという事実を考えゐと，彼

らにこの関心がi司じように受け継がれ，集洛のil…j川!

しい人材材eがや背育つてゆくとは想赴想H探象しがたしい、O 今後このiIi別立

が現在と同じように機能し続けるとは考えにくし、手11知

mr森林組合は平成立年からの 5年間は林家の負担金なし

FOR I~ES.. KYO'1、0732001

で/111伐をゾミ脳するi¥l"illiiをなで実行に移しているところで

ある。立ミ詳の山林について詳しいI!l:代が比気な1mにでき

る絞りの施業を決ませておこうという森林紛合の耳元紛は

抑制すべきであると考えられる。今設もしばらくは林業

J住進委民HlIJ)支がj即日すると考えられるが，これに代わる

新たな方法の{完封;も必要な時期になってきていると考え

られる。
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